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主体的な生徒会活動を中学生と語る会 記録要旨

〇と き：令和５年５月３０日（火）１４時３０分～１５時２０分
〇ところ：勝山中部中学校 校長室
〇出席者：生徒会役員７名＋担当教員

１．自己紹介（生徒会と事務局）

２．資料説明
・新中学校 建設スケジュール
・令和の時代の教育のキーワード
・新中学校が目指す教育
・特色ある教育内容
・新中学校の諸室等について（多目的室、メディアセンター）
・地下通路
・部活動
・スクールバス
・開校までに決めること

３．意見交換（役員７名）
（１）制服について

・あったほうが良いが、私服での登校もありになるとよい。

・あったほうが良く、私服は必要ない。私服のルールが厳しくなるのはいやだ。

・あったほうが良いが、私服も OK にしてほしい。多様性の時代だし、自分自身がスカー

トは嫌いだから。

・あったほうが良く、私服は必要ない。制服を着ていれば、地域の人に中学生と分かって

もらえる。

・あったほうが良い。私服は選ぶのに時間がかかる。

・あったほうが良い。統一感が出る。

・あったほうが良いが私服も OK にしてほしい。自分らしさを出せるし、制服が嫌な人も

いる。

ブレザーが良い

・ずっと学ランなので新しい服が着たい。響きがよい

・新しい学校の開校には新しい制服が良い。

・勝山高校のブレザーはいいと思うし、女子も普通にズボンをはいている人も多いらし

い。

・セーラー服はジェンダー対応が難しい

・詰襟 セーラーは男女の区別が激しくジェンダー対応が難しい

・女子のスカートは冬寒い。体調管理のためにもズボンをはけるようにしたい。

・詰襟はイメージが暗い

・詰襟・セーラーが良い

・制服自体は詰襟、セーラー服で良いが、下に着るカッターシャツは自由にしたい。

・ジェンダーの時代であることはわかるが、女の子らしいのはセーラー服

重視したいポイント

デザイン面…３，コスト面…０，機能性…４


